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髙橋研究室では、⾃動⾞部⾨の⽯油消費量、CO2排出量を削減するために、
⾰新的新素材CFRTPを⽤いた量産⾞の⾞体軽量化に関する研究を⾏っています。

CFRPを利⽤した量産⾞の軽量化による環境負荷低減
〜「夢」は新素材でつくり上げたクルマで世界を満たすこと〜
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スチール部材 ▲504 kg

CFRTP部材 ＋174 kg

計 ▲410 kg

1380→970 kg ▲30%

ガソリン車燃費 ▲22.5%

シートバック
ドアフレーム・ピラー

FRエンジンカバー

アンダーカバー

ラジコアサポート

フェンダーサポート
FRカウル

クラッシュボックス

RR ラゲッジスペース
RR ラゲッジパーティション

FRダッシュ
ドアインナー

フード ルーフ

⼀⽅向性熱可塑性CFRP︓
外板・強度部材

等⽅性熱可塑性CFRP:複雑形状部材

 軽い（⽐重約1.8）
スチールの1/4、アルミの2/3

 重さあたりの強度（⽐強度）が⾼い
 電気・熱の伝導性が良い
 ⼨法安定性が良い
 錆びない

 航空・宇宙
 スポーツ
 電⼦機器筐体
 圧⼒容器
 ⾵⼒発電ブレード
 ⾃動⾞

ランボルギーニ
「Sesto Elemento」

その他
5% 複合材料

50%

アルミニウム
20%

チタン
15%

スチール
10%



リサイクルCFRTPの性能向上

有限要素法（FEM）を⽤いたCFRP⾃動⾞の設計・解析
 今⽇の⾃動⾞の設計・開発において、FEMによるシミュレーションは必須です。
 特にCFRP材料のシミュレーションでは、異⽅性（炭素繊維の⽅向によって強度などの特性が変わる性質）や

層間剥離など、複合材料特有の性質を考慮しなければなりません。
 本研究室では、CFRPの材料特性を実験的に解明した上で、単純で⼩さな形状のCFRP部材から⾃動⾞のボ

ディーのような⼤きな形状のものまで幅広いシミュレーションを⾏っています。

⾼速成形

CFRTPの多⾓的特性評価（⼒学特性・機能性）

CFRPボディーの曲げ剛性解析 CFRPボンネットの頭部損傷度解析 CFRPのL型試験⽚の層間剥離解析

CWT

CMT

、カーディング、
樹脂の含浸

繊維の分散、
樹脂の含浸

 使⽤後の⾶⾏機などから、CFRP廃材が発⽣します。
 また、CFRTP部材の製造⼯程でも、端材が発⽣します。
 廃材から樹脂を除去して炭素繊維を取り出し、リサイ

クルする技術はCFRTP部材の低コスト化に不可⽋です。
 本研究室では、強化形態やマトリックス、界⾯接着性、

成形条件などの様々な観点から、リサイクルCFRTPの
⼒学特性を向上させるための研究を⾏っています。

模擬雷撃試験による耐雷性の評価
CFRTP⾞が雷撃を受けたときの、⾞体の構造健全性と

乗員の安全性を評価する

モンテカルロ法による⼒学特性のバラツキ評価
CTT材(テープを分散させて積層したもの)の⼒学特性

のバラツキを統計的⼿法により評価する

CTT材

CFRP廃材 リサイクル
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樹脂の
除去

リサイクル
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 ⾃動⾞の製造ラインは1⼯程1分程度であるため、
成形時間も1分以内にすることが求められます。

 上記の成形法は、基材を⾦型の外で加熱し、⾦型温
度は⼀定で成形を⾏うことができるため、成形時間
を1分以内にすることが可能です。

 本研究室では、より⾼効率、低コストを実現する成
形法の確⽴に向けた様々な検討を⾏っています。
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